
【取組内容①】学習者主体の授業への足場を組む取組

甲州市立塩山中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

・学校全体で個別最適な学びと協働的な学びの授業デザインをつかむ

塩山中学校では、クラスルームにゴール
と流れを提示すること、探究のプロセスで
授業を取り組むことを全職員で確認、学
習者主体の授業デザインへ大きくシフトし
た。

規模の大きい塩山中学校では、
授業の共有が課題。そこでChat
を活用して参観した先生がChat
に授業場面をアップ。数学・理
科・社会・英語・体育等の授業
がアップされ、全職員へ学習者
主体の授業のイメージを提供。
お互い刺激し合い、相互啓発が
起こっている。



【取組内容③】 端末の日常的な持ち帰りによる家庭学習の充実等

甲州市立塩山中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

クラスルームから課題を出す。
作文や教科のレポートで，プリ
ントや作文用紙に書き込んで
提出する生徒もいれば，自分
で文章作成ソフトに文章を入
力，プリントの元となるデータ
を配布して直接入力などデー
タで提出する生徒もいる。また、
個々で取り組んでいたテスト
取り組み表をデータ化し、他
者の学習状況も参考にする取
り組みを計画中。



【取組内容④】Chatで迅速な職員間の情報共有 打ち合わせや会議の時間の短縮・精選へ

甲州市立塩山中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

目的別にChatのスペースを
作成して、瞬時に各教室にい
る先生と情報共有をしている。
スペースは必要に応じて学
校独自で作成している。

Chatで写真
の共有で全
職員が確認
できる。生
徒が作成し
た生徒会資
料を先生方
と生徒で共
有。教職員
の研究会の
名簿もChat
で協働編集
で作成。時
短と共有が
加速する。



【取組内容⑤】甲州市の地域内外に普及するための具体的な取組①

甲州市立塩山中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4

・授業動画等の先進事例を市内の各学校へ情報共有

塩山北小学校の先進事例を紹介

各校の研究主任・情報主任を共有
⇒校内の先生方へ（速い学校は１分で）

静岡市の先
進校の授業
動画と解説
を共有

春日井市の先進校からの教材提供、共有 リーディングDXスクール指定
校が吸収し、公開授業へ

市内の学校へ波及
市外へオンライン配信



【取組内容⑤】甲州市の地域内外に普及するための具体的な取組②

甲州市立塩山中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-5

・11月29日（水）拡大校内研
・数学，理科の授業公開＋三井一希先生による学習会

生徒らがそれぞれのペースで問題に挑む。

生徒の考えを提示し，他の生徒への
ヒントにする。付せん機能を利用し，
答えの正誤やアドバイス。

学習形態や
学習方法の
自己選択・
自己決定



【取組内容⑤】学校ホームページで生徒の様子を配信する

甲州市立塩山中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-6

・学校の活動内容を地域に配信する。

塩山中学校では、学校ホームページを活用して生徒の様子を配
信している。学校行事を中心に随時更新するように努めている。

写真を載せるようにしながら、雰囲気が伝わるように努めている。学
校だよりや感染症等罹患した際の登校許可書もアップロードしてお
くことで、学校の取り組み内容がより伝わるようになったり、感染症
罹患時の対応もスムーズに行えるようにしている。



【取組内容①】クラウド環境を活用して子どもに学びを委ねる授業へ

甲州市立塩山中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-７

・クラウド環境を活用し、生徒が資料を自分で読み込み活用する授業を進める

クラスルームで本時の課題を確認し，クラウド上の
資料や他者の考えを参照しながら授業を進める。

クラウドにある資料だけでなく、教科書も読み込みながら自分自
身が選択した方法で学習を進めている。



【取組内容④】校務の徹底的な効率化や対話的・協働的な職員会議・教員研修」

甲州市立塩山中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-８

・生徒に配布するプリント類を削減するため、学校掲示板を作成して生徒のみが閲覧できる
掲示板を作成した。一日の予定もすぐに確認をすることができる。

生徒が見たときに一日の予定がわかるように毎日更新している。
学年用のページもあり、全校と学年の予定もわかるようにしてい
る。「アプリ」では、生徒が使用頻度が大きいアプリケーションに
つながるように設定してある。

WEB相談室がありgoogleフォームで
いつでも相談ができる場所を用意し
てある。教頭先生を中心に毎日確認
をしながら、訴えがあった場合は迅速
に対応できるように準備している。

情報端末の取り扱いルールや、情報モラルについてもすぐに確認できるようなページを設定した。



【取組内容②】デジタル・シティズンシップ教育、民間企業の外部講師によるオンライン授業

甲州市立塩山中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-９

・講師は一人で、4つのクラスにオンライン授業を行った。

塩山中学校では、クラスルームにゴール
と流れを提示すること、探究のプロセスで
授業を取り組むことを全職員で確認、学
習者主体の授業デザインへ大きくシフトし
た。

卒業を控えた3年生にデジタル・シティズンシップ教育として株
式会社フォネットから講師を招聘して授業を実施した。本校は
規模が大きく、体育館では生徒全員がタブレットを使えない。こ
のことから一つのクラスは教室で、その他のクラスはオンライン
形式の授業を実施した。

AIが広がる社会について、ス
マートフォンの取り扱いについ
ての授業となった。AIはどの
ように内容を構成しているの
か専門の業者の方からの話
を聞きながらこれからデジタ
ルツールを活用する基本的な
考え方を学習した。
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